
特定非営利活動法人鳥の劇場  ウェブサイト www.birdtheatre.org   電子メール info@birdtheatre.org   〒689-0405 鳥取県鳥取市鹿野町鹿野1812-1  電話・ファックス 0857-84-3268
劇場の見学は、休館日・公演日以外はいつでも可能です。休館日が不定期ですので、お越しになる前にお電話でご確認ください。また、時期により稽古の見学も行えます。稽古予定は鳥の劇場ウェブサイトよりご確認ください。

2006年、演出家中島諒人を中心に、齊藤頼陽、中川玲奈、赤羽三郎、齋藤啓、中島佳子らと設立。2023年より認定NPO法人となる。鳥取県鳥取市鹿野町の廃校になった小学校と幼稚園を劇場にリノベーション、収容数200人の主劇場とホワイエ兼用のスタジオ空間を持つ。2025年には道具・衣装の製作工房、ストックヤード、カフェを備えたアネックスを新
設した。最近の主な作品として、『イワンのばか』（トルストイ）、『葵上』『卒塔婆小町』『弱法師』（三島由紀夫）、『三人姉妹』（チェーホフ）、『友達』（安部公房）など。
2008年から地域や行政との協働による国際演劇祭「鳥の演劇祭」を毎年開催。2019年から日本・中国・韓国の演劇人が集う演劇祭BeSeTo演劇祭を三年に一回、鳥取を主会場として開催。国際交流基金地球市民賞（2011年度）、第6回地域再生大賞ブロック賞（2015年度）、第30回山陰信販地域文化賞（2017年度）。

劇団メンバー／中島諒人（芸術監督）  齊藤頼陽（副芸術監督）  中川玲奈  赤羽三郎  高橋等  安田茉耶  後藤詩織  大田真之介  小菅紘史  田中千尋  由井みどり  中島吾子  中島佳子（事務局長）

『鳥の劇場通信』を読んでのご感想、ご提案をぜひお寄せください。
今後の誌面作りの参考にさせていただき、よりいっそうの充実を目指します。

鳥の劇場

おかげさまで、2024年度（令和7年度）11月末までに145名の方から408口（2,040,000円）のご寄付をい

ただきました。昨年同時期（2023年度／令和6年度）は163名・633口（3,165,000円）でした。いただいた

ご支援は、駐車スペースの舗装や芝生の緑化、野外舞台の整備、日々の活動費などに大切に使わせて

いただいています。今年も、応援してくださる皆さまのお気持ちを糧に、少しずつ前へ進んでいます。

「三匹の小悪魔ガヤガヤむすび」

オムライス・カレー・いなりの３色おむ
すび。公演キャラクターに合わせた
遊び心たっぷりのお弁当。

「鳥のカフェ店主 徳岡あやなさん」

好きな時間は、お弁当に食材を詰める時。
今は、お花見シーズンの営業に向け
レシピの試作中！

2026年サポーター寄付制度について
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【賛助金】  一口5,000円から。複数口も歓迎です。
【特　典】  実績報告書の送付、活動報告会（翌年度初め）への参加
【期　間】  2026年1月1日から2027年12月31日まで 

【お申し込み方法】 
サポーター寄付には4つの方法がございます。入金確認後、会員証をご送付いたします。
振替手数料はご負担ください。

1 郵便局窓口でご入金  
郵便局指定用紙に、お名前、ご住所、お電話番号、お持ちでしたらメールアドレスもご記入ください。
【郵便振替口座 01300-1-58939 特定非営利活動法人鳥の劇場】

2 直接現金でご入金  
鳥の劇場にてうけたまわります。

3 銀行振込、インターネットバンキングでご入金
下記の銀行口座があります。名義はどれも「特定非営利活動法人鳥の劇場」です。 お名前、電話番号を必ずご入力ください。

【ゆうちょ銀行 139（イチサンキュウ）支店 当座預金 0058939】
【みずほ銀行 鳥取支店 普通預金 1718266】 【鳥取銀行 本店営業部 普通預金 0269652】
【山陰合同銀行 鳥取営業部 普通預金 3894187】 【鳥取信用金庫 本店営業部 普通預金 0322825】

4 クレジットカードでご入金
鳥の劇場ウェブサイト（「サポートしたい」のページ）よりお申込みを受け付けております。
スマートフォンの方は右のQRコードからページをご確認いただけます。

【お問合せ】 鳥の劇場（担当：高橋・中川）  
〒689-0405 鳥取県鳥取市鹿野町鹿野1812-1 

TEL・FAX（0857）84-3268  E-mail info@birdtheatre.org 

※この四コマでは「税額控除」の制度を例にご紹介しています。
実際に控除される金額は、年収や税額によって異なります。
詳しくは国税庁のウェブサイトや、税理士・税務署などにご確認ください。

もらう、がんばる、世界を変える
「リニューアル3年目！できたぞ新施設！ともに楽しむ場」のためのサポーター寄付のお願い

鳥のカフェは、春のプレオープンを経て、2025年6月に本格的にオープンしました。私は鹿野の出身で、以前は

鳥取市内のカフェや、隠岐のリゾートホテルなどで働いていました。そんな中、イベント出店で鳥の劇場さんと関

わったことがきっかけで、お声がけいただいて、今のポジションを任せていただくことになりました。

劇場さんが作ってきた「場所」や「表現の場」を壊さないように、うまく一緒にやっていけたらと思っています。劇

場で育てられた野菜もよく使わせてもらっていて、本当にありがたいです。

メニューで推しているのは、地元の食材を使った料理です。町内の猟友会「シシボタンの会」さん

からはソーセージや鹿肉をいただいていますし、一心庵さんのパン、はらだ農産さんの「茲矩

（これのり）生姜」、お米は気高の農家さんのものを使っています。こだわって選んだとい

うより、「目の前にある」ものがすでに地産地消になっていたという感じですね。

鹿野の方にも喜んでもらえるように、料理の幅は意識しています。演劇祭や公演が

ある時には、観劇前にサクッと食べられる軽食や、公演のテーマに合わせたお弁

当を作ったり。普段の営業では、素材にこだわったランチやドリンク、スイーツなどを

楽しんでもらえるようにしています。

劇場さんからは、具体的なメニューのリクエストはあまりなくて、「街の人が集まる場

所にしてほしい」とだけ言われました。それがとても印象に残っています。女子会がし

たいとか、歓迎会を開きたいとか、夜にちょっと飲めたら…といったご要望も多くて、でき

る範囲で応えています。
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「鳥のゆうき農場」とは、鳥の劇場の畑です。農薬や化学肥料を

使わない栽培を目指しながら、作物・人・自然との出会いを楽しん

でいます。2年目の今年度は、畑の区画を貸し出す「イワンの畑」を

実施。親子や夫婦3組がご参加くださり、春～冬にかけて、野菜の

栽培を一緒に行いました。また、GW公演には「植え付け体験」、演

劇祭時には「収穫祭」を行って、劇団員とお客様との交流の機会

も設けました。手間暇かけた作物を収穫して食べるのは格別！実

は、鳥のカフェでも使ってもらっていますよ！ 劇場へお越しの際はぜ

ひ、畑ものぞいてみてください。

2025年8月10日、お化けになって驚かしたい人、驚かされたい人を募集して「本気のきもだめし」を開催！前日の準備日を経ての本番です。

当初は20組の予定でしたが、当日のにぎわいを受け、途中から枠を広げ、最終的に30組の方にご参加いただきました。

2025年6月、プレオープン期間を経て本格始動した「鳥のカフェ」。カフェを切り盛りするのは、地元・鹿野出身の徳岡あやなさん。

観劇に訪れるお客様や町の人々、時には劇団員の食を支える日 と々、彼女の想いについて伺いました。

2025年10月、大阪・関西万博で短編作品『「赤ずきん」から生まれたもの』を上演しました。

3回の公演を終えた出演者の二人が、そのときの様子を綴ってくれました。
  　　　               佐藤瑠海さん （高等専門学校1年生）

驚かせる側がストーリーや仕掛けを用意してお客さんに入っていってもらうので

すが、自分たちで型にとらわれず自由な発想で作れるというのがすごく魅力的で

した。私たちは、行方不明になった女の子を探していくストーリーなんですが、

トイレから劇場の裏の通路に出てくる女の子を2人で演じていて、さっき出てきた

のにこっちにもいるみたいな演出でお客さんを惑わせました。小学生と中学生

とで班を組んだんですけど、想像力が豊かですごく楽しかったです。発想がいっ

ぱい出てくるからこそストーリーを繋げるようにするのがちょっと難しかったです。

来年は驚かされる側もやってみたいです！

白鳥宏江さん （みんなの居場所「〇（えん）」）

今年は新施設が使えるということもあって、さらに怖さが増したなって思いました。

CMに使えるんじゃないかというくらい大きな悲鳴が聞こえてきました。〈驚かし役〉

の子たちは他の子たちのアイデアと一緒に作れるというのが楽しいみたいです。

今回、鹿野以外から参加してくれた子たちがいたことも刺激になったようです。

普段出会うことのない子と出会えたり、一緒に何かできたり、その後の土曜

夜市で再会みたいな感じもよかったねと話しました。子どもだけじゃなくて保護者

さんも「来年いつあるー？」って楽しみにしています。

小鳥の学校は、＜自分で考え、行動する子ども＞を目指す創造の場。リピーター13名、新し

い仲間7名の計20名が集まり、15回目となる今年度はメーテルリンク作『青い鳥』に挑戦。

「あの役をやりたい」「曲を作ってみたい」「去年できなかったことに挑戦したい」̶ いろんな

思いを持つ子どもたちが、200ページの文庫本を舞台化すべく、アイデアを出し合っています。

演技はもちろん、衣装も音楽も舞台美術も、すべてみんなで創り上げて臨む。卒業生のジュニ

アスタッフも参加者の成長を支えます。本番は、2026年3月21日・22日。観る人にどうやったら

届けられるか？大人とジュニアスタッフが支えつつ、挑戦は続きます。

副芸術監督の齊藤頼陽がメインパーソナリティーを務め、鳥

の劇場の新たな一面を発信する番組「トリラジ！」。俳優・スタッ

フの素顔や、鳥の劇場の公演や事業の裏側など、普段聞け

ない話題が盛りだくさんです。放送は、FM鳥取（82.5MHz）

で毎週土曜日の16時半

から30分間。月に１回の

ペースで更新しております。

ネットからでも聴けます

営業日やメニューの
情報はこちらから！

特に印象に残っているのは『万博』という超ビックイベントで演劇ができたことです。たくさんの方が興味を持って
観てくださって、「よかったよ！」「感動したよ！」などと感想や意見を伝えてくださったのが本当に嬉しかったし、じゆう
劇場に興味を持って下さったことも嬉しすぎました。「演劇を観にきてください」と声をかけた外国の方が観に来て
くださり、意見も言ってくださったことは、もう本当に一番嬉しい出来事でした！ それから、公演後にお客さんから
「写真撮って！」「握手して！」と言っていただけて、嬉しくてドキドキしながらも少し恥ずかしかったです。また、公演中
にお話しした方が「北海道から来ました」と教えてくださって、そんな遠くからも来られていることにも驚きましたし、素
敵な出会いだな～と感じました。万博公演を終え、私は今まで以上にじゆう劇場で演じることを頑張ろう！1人でも
多くの方にじゆう劇場のことを知ってもらおう！ そしてもっともっと演じることが上手になりたいと感じました。ミャクミャク 
のしっぽを近くで見て写真を撮れたこと！汗だくで演劇したこと！ とてもいい思い出になりました。 北村未菜

家で母と練習しました　日本交通貸切バスで大阪に行きました　安田茉耶さん　北村未菜さんと拍手回し練
習をしました　オオカミ役とおばあちゃん役をしました　大阪万博　無限砂丘を中島諒人さん　安田茉耶さん  
母父と観に行きました　NHK鳥取制作の撮影取材があり嬉しかったです  千葉のおじさんとおばさんも観に
来てくれて　家族と一緒に集まって話が出来て嬉しかったです  本番中  お客さんと一緒になってとどく様に公演
を頑張りました　平井伸治知事と会えて嬉しかったです 和田尚也

現在、三カ年の劇場環境整備事業の締めとして外構工事が進んでいます。

グラウンドを駐車スペース&芝生化するための基礎工事や、野外舞台建設

の工事です。古い校舎も全てなくなり、美しい秋の山とグラウンドが滑らかな

つながりを現してくれました。が、夜明け前が一番暗いとでも言うのでしょうか、

工事中のグラウンドは大きなどろんこ遊びの場みたいに混沌としています。

もうドロドロです。しかし、混沌から生命は生まれ、新しい秩序が生み出される。

春にはこのどろんこの場がどうなっているか、どうかご期待ください。グラウンドを

囲む桜には、たくさんの蕾がつき、春に向けて着 と々力を蓄えています。

鳥の劇場
通信
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鳥の劇場は、鳥取県鳥取市鹿野町の廃校に

なった小学校と幼稚園を劇場に変えて、2006

年から演劇活動をしています。鳥の劇場という

名前は、劇団名でもあり場の名前でもあります。

この時代、日本、鳥取、鹿野町という状況の中で、

演劇や劇場の可能性を見つめ、社会に対して

我々のできる本質的な貢献は何かを考えながら、

劇場での作品創作、上演、県外国外での上演、

国際演劇祭の開催、教育現場との連携、障がい

のある人との演劇創作などを行っています。

演劇やアートの力への信頼、コミュニティーの

新しい未来を作りたいという思いでつながった

国内外の多くの人たちとのネットワークが、我々

の活動を支えています。2025年春には、大道具

や小道具、衣装の製作機能、倉庫機能、カフェを

備えたアネックスが完成しました。2026年で

活動開始から 20周年を迎えます。
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□東京 飛行機  約1時間15分（羽田空港─鳥取空港）
JR 約5時間30分（東京駅─鳥取駅）

□京都 JR 約3時間（京都駅─鳥取駅）
車 約3時間（中国自動車道─鳥取自動車道）

□大阪 JR 約2時間30分（新大阪駅─鳥取駅）
車 約2時間30分（名神高速道路─中国自動車道─鳥取自動車道）

□岡山 JR 約2時間（岡山駅─鳥取駅）
車 約2時間45分（国道53号─鳥取自動車道）

□浜村温泉  魚と屋　0857-82-2400  
www.oyado-totoya.jp/hamamura/

□旅風庵　0857-82-0531 
www.ryofuan.com

□お宿夢彦　0857-84-2411 
www.yumehiko.co.jp

□山紫苑　0857-84-2211 
www.sanshien.jp

※ご宿泊について

■JRを使って  劇場の最寄り駅はJR浜村駅です。
 ※公演日は浜村駅と劇場の間を、車で送迎いたします（無料、要予約）。

 □浜村駅まで ・鳥取駅から、山陰本線、米子方面行きで30分
  ・倉吉駅から、山陰本線、鳥取方面行きで25分
  ・米子駅から、山陰本線、鳥取方面行きで2時間
 □浜村駅から ・車で15分

■車を使って ・山陰道 鳥取西道路、浜村鹿野温泉IC・瑞穂宝木ICから約10分
 ・鳥取空港から約30分
 ・鳥取市中心部から約30 分
 ・倉吉市中心部から約40分
 ・米子市中心部から約1時間20分
 ・境港市中心部から約1 時間45 分

鳥の劇場へのアクセス 
鳥取県鳥取市鹿野町鹿野1812-1  電話：0857-84-3268

大阪・神戸・広島・姫路の各都市と鳥取の間で高速バスが運行しています。

道路案内標識
が2ヶ所に
設置されています。

上演をもっと多くの方に楽しんでいただくために

サポーター寄付のお願い

じゆう劇場、大阪万博に行ってきました！

活動報告

お知らせ

劇場と町をつなぐ、鳥のカフェ

鳥のゆうき農場、2年目の実り

本気のきもだめし

驚かし役

ホワイエでは、

かき氷屋さんがオープン！

驚かされる側

障がいのある方にもご覧いただ
けるよう、適宜対応しております。
ご連絡をください。

上演の前後に、おいしいドリンク
や軽食をお楽しみください。

新しいカフェができました

セリフが聞こえづらい方のために、
手に持てる小さい“字幕”をご用意
しております。

字幕ありますバリアフリーをめざします
セリフの英語訳を自動的に表示するiPodをご用意しています。
Programmes are available with English subtitles 
which automatically appear on the iPod screen.｠

English subtitles available
En

公演日は無料送迎します
JR鳥取駅・鳥大前駅・浜村駅と鳥の劇場を結ぶ送迎バスを運行します。無料で、どなたでもご利用いただけます。
※バスに定員があります。乗車人数を把握するため、事前予約をお願いいたします。
※バスの時刻表は、ウェブ上の各プログラムの案内ページでご確認ください。

三ヵ年事業、いよいよ完成間近！

2025年度「小鳥の学校」 ラジオ番組「トリラジ！」
進行中＆これからの鳥の劇場



子どもや友人にお勧めしています！ 渡邊恵子さん

─20年前に鳥の劇場が拠点を構えた時にも鹿野にいらっしゃいましたか？

渡邊 「私が結婚したくらいに、鹿野に鳥の劇場ができるっていうのが話題になって、それで親近感というか。

鹿野の人と結婚するし、鹿野にくるんだなみたいな、なんかいいなと。それが最初のイメージです」

─好きな作品はありますか？

渡邊 「子どもができたばっかりの時に行ったので、子ども向けのものを結構行っていて、『どろぼうがっこう』も何回も観さ

せてもらって。中垣（直久）さんが一番好きだったな。その時々で推しがいるんですよね。今は小菅さんですね。舞台上

で自由にされているのが好き。それを中島さんが手綱引いてる感じが出ていて、でも温かく包んでいる感じで」

─お子さんの反応はどうでした？

渡邊 ｢子どもって最初はなんとなく連れていって観させて。それでも観るし引き込まれていくし、最後は楽しかったと言って

くれるのが嬉しくて、毎年楽しませていただいています。今回やっていた『刺青』は、小説を大学生の時に卒論で扱っ

たんですよ。時を経て改めて演劇で観させてもらうと、作品の受け止め方が全然違って余計良かったなと。3人子ども

がいるんですけど、帰ってすぐ中学生の上の2人の娘にとりあえずこれ行って！ってお勧めしました（笑）。帰ってきたら、

「良かったよ」って言ってくれて。同じ作品を観て共有できるものも嬉しいし、一緒に観てなくても家族と同じものを

観たっていうのを大事にしたい。鳥の劇場と一緒に育っていっているという感じがします」

─嬉しいです。劇団員やスタッフへ伝えると喜ぶと思います。

渡邊 「演劇祭が終わった次の日に、鹿野にあまり来ない友達と会って、蕎麦食べるだけじゃあれだからって言って、〈鳥の

カフェ〉に行ったんですよ。そうしたら「こんなところがあるんだ」とか、「どんな劇をするんだろう」とか鳥の劇場に

関心を持ってくれて、すぐインスタにあげてくれました。モデルケースみたいな展開ですが（笑）」

家族でいっしょに楽しんでいます！ 伊藤輝子さん、亘さん、美結さん

─最初のご来場いただくきっかけは？

伊藤パパ 「僕自身が当時演劇もやっていたりして、新しいのができるらしいよという話を聞いて、じゃあ行ってみるかっていう

のがきっかけです。創立当初くらいから来ていて演劇祭は全部かな、コロナ禍の時以外は全部来てます。」

伊藤ママ 「私は『かもめ』がなんとなく気になるから観にいこうと思って。それまでお芝居は全然観たことがなくって衝撃を受けて。ボラン

ティアとかも来させてもらうようになり、スタッフの方ともお話しできるようになったのもあり、来れる時は来る感じになりました」

伊藤パパ 「一緒に通うようになったのはそのちょっと後くらい」

─最初はお一人で来られていたんですね。

伊藤ママ 「そうです。あるとき米子の本屋でね、別のイベントだったのに、鳥の演劇祭のお知らせイベントがあるんだ！って勘違いして行っ

たんです」

伊藤パパ 「僕もそこに来ていて。たまたま知り合った。で、話してみたら、劇場に行く方向が同じだったので、タイミングが合うときには一緒に

行くようになって。それから紆余曲折を経て、付き合うようになり、結婚して」

─すごい！鳥の劇場が繋いだ縁！ 美結ちゃんは小さい頃から来ているんですか？

伊藤ママ 「1歳くらいの時ですね。多目的トイレとかの設備もできた頃に、嬉しいオムツ替えられるね、みたいなことを話した記憶があります」

─美結ちゃんは鳥の劇場のお芝居で何が好き？

美結 「『どろぼうがっこう』。先生の言い方が面白いから」

─鳥の演劇祭がこんな風になったらいいなっていうことはありますか？

伊藤パパ 「初期の演劇祭のショーケースのように、聞いたことのない劇団や若手とか、そういうのも久しぶりに観てみたいです。新しいつな

がりや面白いものを発見するような企画が演劇祭の中であってもいいかな」

できるかぎりたくさん観たい！ 西村俊太郎さん

─鳥の劇場の印象は？

西村 「大学は関東に行っていて、ちょうど鳥取へUターンしたくらいで鳥の劇場ができて、その頃から観ているっていう感

じです。とにかく最初の時はインパクトがすごくて。役者の方の迫力がすごい。なんか常に怒ったような感じで演じて

るようなイメージがあって、びっくりしたというか。そこでなんか楽しいなと思って通い始めました」

─鳥の劇場の演劇のスタイルにハマったみたいな。

西村 「まさにハマったという感じですね。それ以前に演劇をすごく観ていたわけじゃないんですよ。鳥の劇場がきっかけです。今回の演

劇祭18でもやる『熊野』とか、あと『かもめ』が特に好きです。演出が面白いんです。三島由紀夫が好きなんですよね。だから、三島

をやってくださるのも嬉しい。これは何回もやられているので、何度も観ています」

─ほかの演劇祭も行かれるんですか。

西村 「そうですね。利賀の鈴木忠志のSCOTも鳥の演劇祭で観たんですが、それもやっぱりハマったんですよね。それと豊岡の演劇祭

にもちょこちょこ行っています。今年は行けなかったですけども」

─最初に鳥の劇場に来られてから、観劇のジャンルが広がっていますね。

西村 「鳥取にいると演劇って観る機会があまりないですよね。鳥の劇場さんが定期的にやってくださるんですけど、いろんな劇団の人を

呼ぶことって、あんまりないんで。手当たり次第に観たいなと思っています」

─今後、鳥の劇場にこんな作品をやってほしいとか呼んでほしい、あるいは場所としての機能として、こうなってほしいなどあります

でしょうか。

西村 「初期の時はもうちょっと小さい劇団、東京の人たちとかたくさん呼んでいたイメージがあって。観たことないやつを観たいみたい

なのがあって。変わった劇団とか。とにかくたくさん観たいですね」

先輩後輩の関係からの縁！ 岡田嘉一さん

─鳥の劇場との出会いは？

岡田 「中島さんって僕の高校のひとつ先輩だったんですよ。以前、別府温泉で〈混浴温泉世界〉という、町の中の

空き家を活用してアートや演劇を展開するようなことをやっておられた。その視察に、いんしゅう鹿野まちづくり

協議会と鳥の劇場のスタッフで行こうっていう話になったんです。大型の免許を持っている関係で、「マイクロの運転手で

付いてきてよ」という話になり。現地ではいろんなパフォーマンスがあったり、全員で最後に一緒に踊りましょうみたいなこ

ともあり。こんなのもダンスって言うんですねっていう話をしたら、「え、これ帰ったらやってもらうんだよ鹿野で」と中島さん

が。帰ってから視察に行った人、行ってない知り合いの人も巻き込んでできあがっていったのが、〈とりっとダンス〉の一番

最初のものです」

─最初どう思われました？ダンスの経験もないわけですよね。

岡田 「ないけども、経験ない人がやる動きっていうのが面白いのかな、って途中で気づき始めました。階段を作ってもらってホワ

イエの西側の窓を乗り越えて入ってきたり、箱馬を十数個かついでそれを運ぶ男をしたり、砂まみれになって這いつくばっ

たり。印象的でよく覚えているのが、一番最初の作品。観に来ていただいた町内のある社長が、「お前らの表現しとることは

何やっとるかわからん。けど一生懸命やっとることだけは伝わってきた。一生懸命さをみて、俺は毎日こんなに一生懸命頑

張っとるかなぁって考えたら涙が出てきた。明日から頑張ろうと思えた。ありがとう」って言われて。一生懸命やることが人の

感動につながるんだ、あ、これでよかったんだなってその時に思いました」

─鳥の演劇祭をどう見られていますか。

岡田 「外から人が来てくださるのはいいことだと思います。あと、迎える立場の私も『週末だけのまちの店』で出店したりして。

365日分の数日間だけ、ちょっと遊ぼうかというか。みんなもこれを出汁に遊んでもらえばいいと思っています」

荒井洋文（以下、荒井） 「前職は静岡県舞台芸術セ
ンター（SPAC）で制作の仕事をしていました。
退職して長野県上田市の実家に帰って次の
ことを考えている時に、たまたま現在犀の角が
入っている物件に出逢いました。元々銀行の
建物で、しっかりしていて天井が高く、ワンフロア
になっている。劇場ができると思いました。ですが、
劇場をやっても自分の力だけでは難しいと思ってい
たので、カフェとゲストハウスを併設することで、週末は演劇
をやって、他の日は飲食と宿泊の営業をする形にしたのです。結果として地域の人
がお茶を飲みに来たり、旅人が来たり、アーティストが来たりすることで、割といろん
な方が出入りするような場所になってきています」

中島諒人（以下、中島） 「演劇的な活動と、社会包摂的活動、今日は
この二つをお聞きしたいと思っています。劇場の運営は基
本的には貸し館ベースというやり方でしょうか？」

荒井 「はい、今は貸し館が中心です。旅公演プラン、タイアップ公
演というのがありまして、これは提携公演に近い形で、通常料
金より安く劇場を借りられるようにしています。これを年に一度募
集していて、応募してくださった劇団の人にご利用してもらっていま
す。その利用が、だいたい月に1度入ってくる感じです」

中島 「結構なペースですね」
荒井 「あとは町の住人さんがイベントで使ってくださるニーズが結構ありまして、着物マ

ルシェをやったり、あと上田市などが映画祭で使ってくれたり。それらを基本的に回
しながら収益を得て、年に1本か2本は自主事業として招聘公演をしたり、自分たち
で企画をしたりして作品を作っています」

中島 「つまり犀の角は貸し館としてスタートしたんだけれど、今はソフト事業によって
も地域と関わっているんですね」

─犀の角は上田城の近くにあって、鳥の劇場も鹿野城の下にあって、同じような感
じのエリアです。

中島 「お城ってすごく不思議なもので、基本的には庶民を抑圧していたものでしょう。
でもそれが今になってはみんなの誇りとなって見えない糸で人をつないでいます。
鹿野の殿様は、領主として優れていたということはもちろん厳しさもあったわけ
です。でもいいこともしていて、治水とか、経済的な利潤を生むようなこともたく
さんやってクリエイティブな人だった。その恩恵の上に我々の生活がある」

荒井 「上田も400年前に築城されて、その付近の商店街もいろんな町から商人を呼び
寄せて作られたんです。だからどういう町にした
かったのかという想いみたいなものが今も
残っている。今は犀の角だけじゃなくて、
徒歩5分のところに古い映画館があり、
福祉施設があり、NPOの活動があり
ます。町の中にそういう活動をする人
が点在して、歩いて相談に行ける
距離にいるんです。そんな顔の見える
関係を作れるというのが上田の魅力
になっていて、それは400年前の町
づくりの結果が反映されているんじゃ
ないかと感じます。その町の中で、我々の
活動も10年目になりました。2016年の9月から
始めまして」

中島 「じゃあ、我々がちょうどスタートしてから10年後くらいだからなんとなく、ね。
ちょっとキリがいいですね」

荒井 「中島さんが同じSPACだったんで、鳥の劇場を始めたということお話は聞いていた
し、いつか行きたいなと思っていたんですけれど今になってしまったっていうか。
上田ってなぜ劇団が少ないのかなってずっと考えていて、それでこの犀の角のある
場所が北国（ほっこく）街道という江戸時代から続く街道沿いにあって宿場町もすぐ
そばなんですよね。昔から人通りがあって、商店街も古いんで、この地域のお祭りが
かなりしっかり残っているんですよね。祇園祭だとか、400 年ぐらい続いているお祭り
が 1つ2つあって、さらに商店街の祭りが年に3回あって、花火大会が
あって、祝祭みたいなものが充分にあってですね、それぞれに
それぞれの世代で参加できる祭りがちゃんと残っているんで
すよ。そうするとあんまり現代劇というものが入る余地がない
のかなみたいな。7月8月なんかお祭りが続くんで、僕らも
やっている暇もないし、観にくる人もこっちのお祭りのほうが
という感じになっていて」

齊藤頼陽（以下、齊藤） 「町は大きすぎてもだめですね」
荒井 「規模感とか城下町の感じは、犀の角も恩恵を授かっていると感じます」
中島 「未来に向けてどんなコミュニティにしていくかとか、どんな国にしていきたいん

ですかというようなグランドデザインが上手く作られると、それは町に何百年単
位でよい影響を与えるということですね」

荒井 「鹿野に来てそれはすごく思いました。この鹿野の古い町並みの中に劇場があっ
て、それもお城の下にあるという位置関係がすごくいい。鹿野は自然が豊かじゃない
ですか。宿場町というか城下町があって、そこを巡りながら演劇を観ていくという感
じがいいなぁと。昨日も議場劇場の公演が終わって暗くなった町をてくてく歩いてい
たんですけど、演劇祭に来たなぁという感じがすごくよかったですね。」

中島 「最近は、それぞれに個性がある食べ物屋さんが増えてきていて、とても嬉しいです」
荒井 「商店街の人の活動に触発されることが結構あって。お祭りをこんな純粋に頑張れ

るんだっていう。自分より年上の人たちが汗水垂らして働いているのを見ると、ちょっ
とドキッとしたりして、もっと自分も動かないといけないなとか。そういう意味では、演
劇とはジャンル、世界は全然違うんだけど、お互い影響しあっているところがあると
思います」

齊藤 「違う志を持っていても、なんとなく向いている方向がいっしょっていうか。自分が
一生懸命やればやるほど周りのことを認めることができるってことありますよね。
その苦労が共有できるというか。違う分野だけどお前も頑張っているんだなって
認められるって思うんです」

中島 「そういうつながりって強いですよね。僕ら演劇をやる人間の特徴っていうのは、
人を面白がれることだと思います。いろんな異分野の人と出会って、刺激を受け、
それによって自分が変わっていくのが楽しいですね」

荒井 「映画館とか福祉施設とか若者の生活相談
に乗っているような NPO の人たちとコロナ
中に話している時に、困り事を抱えた人たち
が増えてきました。でも劇場にはお客さん
は来られないし、演劇の公演も打てない。
そういう時にホームレスの人が、劇場に来る
ようになった。なんか町の様子が変わってきた
ねー、人がとどまれるようなスペースを町内外に
作った方がいいんじゃないかという話になって。町の
中に雨風をしのげる軒を作っていこう、軒の下で人が集まり、そこでコミュニティもで
きてっていう、そんな活動をしていこうと始まったのが『のきした』です。その活動のひ
とつとして、子ども達の場所も作ったほうがいいねということで始めた『うえだイロイロ
俱楽部』というものもあります。小学校1年生から高校3年生までの子たちが集まっ
てきて、自分たちがやってみたいことを自分で見つけて、それを大人といっしょに
やってみる活動です。まちなか探検隊とか、廃線をたどって歩くとか、ダンボールで
色々作って武器にして戦うとか。今、クラブ活動が地域移行するような流れになって
いますよね。本当は演劇部を作りたいんですけど、そういう子が集まらないから、今、
演劇部の前段階みたいな感じでやっています」

中島 「他の NPOとの連携ができるというのもすごくおもしろいと思います。やっぱり上田
市っていう人口規模（人口約15万人）の街の中心市街地だからできることですね」

荒井 「上田では、なぜ『のきした』みたいなのが生まれるんだって聞かれるんですが、僕ら
もよくわからない。コロナの時に、なにもできなくなっちゃって、つまんないからと言っ
て、元 ミ々ュージシャンだったり、絵描きだったり、そういう人が集まってギター弾きな
がら遊んでいた。雑談の中で、「実は自分は NPO で若者の相談支援をしているん
だけど困っている」みたいな話になり、「あ、そういう仕事していたんだ、じゃあなんか
いっしょにできるかな」みたいな流れで、『やどかりハウス』※が始まった。元々劇場に
集まってきた人たちとの関係から、それらの仕事に後からつながっていきました。
犀の角は劇場だと言っているんですけど、本当は演劇の人以外の方 と々の関わり
のほうが多い。『やどかりハウス』を利用する一部の人は、招聘で劇場に来たアー
ティストと意気投合するんです。福祉系の相談支援している人よりも話が合ったり
して。これは相性いいなと思っています」
※やどかりハウス：犀の角とNPO法人場作りネットが、運営する駆け込み宿。困っている人が1泊500円で泊まることができ、
ソーシャルワーカーへの相談やコミュニティにつながることができる。 

中島 「劇場という場を入会地のようなものとして考えるということが、我々の今日の話
の重要なテーマになると思います。劇場が入会地になるというのは、その地域の
生活者が山に入り、キノコや山菜を採り、薪を拾う、人が生きていくために必要
なものを賄う場所として山が使われる。こんなふうに、劇場も来場する人たちそれ
ぞれにとって自分の心・精神に必要なものを持って帰る場になるイメージです。
表現活動をしている人は、まずは人間に対して興味があって、生き方はこうでな
ければいけないという思い込みが比較的ゆるい。寛容です。同時に、社会に自分
自身が必ずしもきれいにすっぽりハマっていないんじゃないかという除け者感が
あって、そういう思いの者が集まる場所であることが、結果的に多様な包摂的機
能を果たすことにつながるのではないか。ですから、高齢者だとか障がいがある
方だとかDVで悩んでいる方だとか、子どもとの関わりでも、表現活動をしている
人は、いろんな役割を果たせるというところがあるのかなぁと考えます。私たち
が、この場所なりの地域性の中で、子どや障がいのある人と関わる事業をやって
いるというのも、ある種の必然があると思っています」

荒井 「私も犀の角を始めたことの理由のひとつに、自分自身が当事者性があると思って
いて。ちょっと体が弱かったりとか、声が出なかったりして、SPAC を辞めて、40過ぎ
てこれからどうやって生きていくんだろうっていう気持ちがあって。じゃあまぁSPAC
で学ばせてもらったこととか、今までの知見を活かして、劇場をやってみる手もある
かなって。というのは、まずそこじゃないと他に生きる場所があるように思えなかったと
ころもあって…」

中島 「みんなおんなじだ」
荒井 「そうですよね。まず自分が食っていく場所と、それだけでなく自分にとっては演劇とか

表現は必要だと思ったんで、自分が働きながら表現ができる場所を作ってしまえば、
なんとかバランスが取れるんじゃないかっていう気持ちで犀の角を作ったんですよ
ね。私、高村光太郎の言葉を座右の銘にしているんですけども、「詩と離れない生活
をしろ」って光太郎さんが弟子の人に伝えたらしくて。それは自分にとって演劇と離れ
ない生活をすることなんだなって思っています。犀の角を設計する時も自分で宿屋を
しながら同じ場所で、余剰で演劇をやったら一番合理的じゃないかっていう思いが
あって。その時にSPACで舞台芸術公園の事務所にいて宿舎のお掃除したり、海外
のゲストに食事をアレンジしたりとかという仕事が全部ノウハウとして活きて」

一同 「（笑）」

荒井 「全部SPACでやってきたことを小さくしただけなんで。ベッドメイクもするし、ご飯も
作るし、演劇もするっていう」

─自然な流れで鳥の劇場と犀の角が育ってきた感じがします。地域の人の困りごと
が違っただけで、同じような道を辿っているような気がしますね。

齊藤 「確かに私たちも駆け込み寺的な役目を担ってきたかもしれません。これからも、ここ
に来た人が幸せになれるなら、演劇には直接関係ないような活動でもいっぱいして
いきたいんです。例えばみんなでご飯を食べるって、なんてことないことだけど、やはり
大事なんだなと思うんですよね。それで子ども食堂の活動もやりたいって言って。
1年に1回、この劇場できもだめしをやって、子ども食堂もやるというのが定例化して
います。『本気のきもだめし』という企画ですが、子どもが〈驚かし役〉もやるんです。
我々大人が暗がりを子どもたちと歩いて、「どうしたい？」って聞くと、「ここでこう驚か
せたい」「こういう芝居やりたいんだ」って彼ら自身が言って、大人がそれに付き合って。
今年は結局子ども食堂はやりませんでしたが、子ども食堂の人が関わって、かき氷屋
さんをやったんですよ。なにか違う切り口でも人が集ってくれると楽しいなという」

荒井 「ご飯をみんなで作ると、役割をなんとなく決めていくじゃないですか。買い出し行く人
とか切る人とか炒める人とか、なにもできないで喋っている人とかギター弾く人とか。
いっしょにやっているうちになんとなく役割ができて、みんなで食べて片付けて終わり。
つまらないという人が時々いるんですけど、それも割と演劇っぽいなと思いますよね。
僕は演劇そのものをやっているわけではないんですけど、そういう中に入ってなにか
いっしょにやっていると、ちょっと演劇をやっているような気分になって。その自由さと
か難しさも含めて、ひとつの活動になっているなと思うんです」

齊藤 「劇を鑑賞するということを、広い意味で“ちょっと非日常的な体験をすること”の
くくりに入れてしまえば、全然日常じゃない人と触れてその人の話を聞くっていう
ことも十分演劇鑑賞って言えるんじゃないかなって気がするんですよね」

荒井 「戯曲を読むこととあんまり変わらないというか。全然知らない人の言葉を聞いたり
考えたり、全然知らない人と接したりするのはそれに近いことなのかなと思いますね」

 

中島 「演劇があるとコミュニティが盛り上がる、関係が深まるというか、関係にひねり
が加わるっていう話ですね」

荒井 「ひとつだけさっき言いそびれたことがあって。今回演劇祭に来させてもらって一番
思ったのは、鳥の劇場はやはり劇団があるというのが大きいと思いました。昨日もみ
なさん走り回って舞台もやるし制作もやるし裏方もやる。僕が『やどかりハウス』を
やっていて思うのは、なにかを抱えている人が来たとして、結局その人を本質的に救う
ことなんてできないなって日々感じるわけです。その時にじゃあ、なにができるの
か？っていったら、僕は来る人といっしょに演劇を作りたいってちょっと思ってるんです。
でも本当に目の前のことに一杯一杯の人って演劇をやるどころではない。初期の頃
に出会った今日死ぬか明日死ぬかみたいだった女の子が、5年くらい経って少し落
ち着いてきて、いま接すると、ちょっと演劇やってみたいって言ってくれたんです。それ
でこの間、僕が好きな戯曲を読んでみて、って初めて渡せた。自分としては嬉しかっ
たんですよね」

中島 「なにを渡したんですか？」
荒井 「鈴江俊郎さんの『ともだちが来た』っていう90年代の作品です。彼女はその話を

来るたびにしてくれるんです。なにが言いたいかっていうと、いっしょにやっている場
作りネットの人たちも最近言っているのが、支援から劇団へと言っていて。『やどかり
ハウス』も『助かり合う私たち』という標語があるんだけれども、結局は助からないん
じゃないかというある種の絶望もある。じゃあ助かっていない私たちが、なにができる
のかっていった時、いっしょに作ることはできるんじゃないかって。福祉の人たちも
支えるとか助けるとかじゃなくて、なにかをいっしょに作るみたいな。僕らも劇場側も
『やどかりハウス』に来る人のことを支援はできないけど、演劇に誘うことはできる、
その演劇の作法というか、なにかを作ることを通して、いっしょに居られるコミュニティ
ができると思ったんです。それを行いやすい『劇団』という形が鳥の劇場にはあるの
が大きい。犀の角は劇団がないんです。なにかを作る集まりっていうことが大事なん
じゃないかとすごく思っていて、それをお伝えしたかった」

中島 「いろんな苦しい状況にある人に、例えば今夜の雨露をしのげるとか、今の空腹を
しのいでもらうということも、もちろん大事なことです。これは「生存」の問題です。
一方で、今まで知らなかったなにか、演劇なら演劇の喜び、それは空腹の解消に
比べたら一見意味のないことみたいだけど、それを知ってもらうこともとても大事な
ことです。これはどう生きるか、どう社会と関わるかにつながります。こっちは「実存」
の問題です。経済的な対応だけでは解決できないことが人生の中にはあります。
一人ひとりに必要な心の栄養はみんな違うんだから。今回お聞きした犀の角でおやり
になっている活動が、我々とも非常に似つつ、全然違うというところがすごくおもし
ろい。心の栄養をどう摂るか、人としてどう在るか、どう生きるか、すごい社会的な
課題なんだと思います。そこに、みながそれぞれの心の栄養を持ち帰る場としての
入会地＝劇場が求められているということですし、多様な人や作品が集まる演劇祭
という場は、そういう可能性の宝庫、とても豊かな入会地と言えるかもしれません」

「羊をめぐる旋律」
たたずまいやしぐさ、しゃべり方など、身体から醸される文化はその土地の風土や気候と無縁ではない。
スコットランドでの滞在で感じたのは、そこに住む人 と々土地のもつ密接なつながりだった。
朝夕と、劇場と宿舎とを往復する車両から見ていた景色は、まさに牧歌的そのものだった。さまざまな濃
淡をもった草原の広がる丘陵に、小さな白いもこもこがいくつも点在して見える。羊である。そこかしこの茂
みや木陰に寝そべり、群れをなして草を食んでいた。まるで絵本の中に入りこんだかのようだった。
ギャロウェイアグリーメントのメンバーたちのたたずまいは、そのなだらかな丘そのものだったとわたしは感
じている。羊のいるのんびりとした牧歌的な風景の中にありながら、朝露のように凛としてそこに立つ彼ら
のかもしだす音には、たしかにこの土地の息づかいが宿っていた。おそらくわたしたち日本の俳優にも、日
本独特の音や仕草があるにはちがいない。
わたしたちは同じ人間だけれど、違うところもあるし、わからないところもある。お互いに、お互いを知らない
者同士だ。そんな国も文化も言葉も違う者同士が同じプロジェクトに関わるとき、頼りにするものはなんだ
ろう。それは好奇心だと思う。あなたはだれですか？と問うこと。あなたのことが知りたい、あなたのことを聞
かせてくださいと、好奇心をもって接することではないだろうか。
ささやかな緊張と不安にふるえながら、そっと問いかけたとき、そのふるえは相手をまきこむように混ざり合
い、やがて新しい反応が生まれる。そういうものをわたしは「共鳴」と呼びたい。
彼らの奏でる音と、わたしたちのふるまいが折り合い、重なり合うとき、羊をめぐる旋律が姿を現す。その
音にふたたび身を預ける日 を々楽しみにしている。 俳優　小菅紘史

劇場をひらく人たちの現場から

★「犀の角」って？
さいのつの

★みんなの居場所

★入会地と役割分担
いりあいち

★心の栄養
★鹿野と上田、まちの魅力

「犀の角」代表、荒井洋文さんが鳥の演劇祭18を観に来てくれました。

荒井さんは、長野県上田市の中心商店街で、劇場・カフェ・ゲストハウス・スタジオ・コワーキングスペースを兼ねそなえる複合文化施設「犀の角」を運営されています。

今回、荒井さんと、鳥の劇場の代表・演出家の中島、そして副芸術監督・俳優の齊藤が、演劇と地域社会の関わりが持つ可能性について、互いの実践を踏まえて語り合いました。

18回目を迎えた鳥の演劇祭。初回や初期のころから劇場を見守ってきた方たちに、お話をうかがいました。

作品、家族、劇場との出会い。それぞれのまなざしのなかに、劇場の歩みとともに重ねてきた、その人自身の歳月もにじんでいました。

鳥の演劇祭は、2008年の初回から、2025年で18回目を迎えました。
演劇祭は、上演作品だけでなく、町を歩いた時間や観劇前後の会話、そこで生まれた出会いやつながりなど、人々が過ごしてきた時間の積み重ねから形づくられてきました。
この紙面には、立ち上げ期から関わってきた人、長く通ってくださる地域の方々の声、鹿野の外側で続く取り組み、
そして今回参加してくださった団体の言葉などを詰め込みました。
演劇祭がどのように広がり、町や人の暮らしと重なってきたのか。そんな流れを感じ取っていただければ幸いです。

鳥の演劇祭18年が醸成したもの
　寄稿の依頼を受けてから、なかなか筆が進まなかった。というのも、18年間毎年欠かさず通い続けた演劇祭の記憶があまりに膨大だからだ。観
客として、シンポジウム登壇者として、プログラムの企画者として、あるいは大学の授業で学生を出演・参加させた教員として̶さらには実行委員
会（のち運営委員会）の一員として。どこをどう切り取ればよいのか、まだ迷いながらだが、ひとまず思いつく「鳥の演劇祭」の特色を挙げておきたい。
　強調しておきたいのは、一つの劇団が拠点劇場を基盤に、同じ名称で18年間“国際”演劇祭を開き続けてきたことの稀有さだ。海外招聘は、2回目のルーマニア
『三人姉妹』が最初だが、初回からすでにイタリア人演出家による国内制作の『にんぎょひめ』が上演されている。国や助成団体の方針転換で補助金が獲得できなかったり、
さらにコロナ禍で外部との交流が困難な時もあった。それでも中島さんと劇団は、既存のネットワークを駆使し、オンライン上演や屋外上演など工夫をこらし開催を選んだ。
　それから、上演以外の多彩なプログラムは大きな特色だ。これも2008年の初回から始まっている。演劇ワークショップのほか、城下町・鹿野のまち歩きや、県内の特色
ある場所を訪ねるプログラムへ参加することで、観客は演劇祭を契機に地域を知り体験することができる。法師ヶ滝を訪れた2008年の体験プログラムは忘れがたい。
城下町からほんの10kmほど入ると深い緑に囲まれて滝があり、思わず深呼吸してしまう清浄な空気に満ちていた。滝を見た後、地域の方々が用意してくださった竹筒で
炊いたご飯に山菜の天ぷらを味わった。五感を通した体験が、観劇の記憶とともに私にとって鳥の演劇祭そのものの印象となっている。
　18年という時間の積み重ねは、人間関係も育む。上演劇団や舞台関係者、そして県内外から訪れる観客とのつながりは自然と深まっていく。演劇祭でよく見かける
人と、だんだん顔見知りになり、言葉を交わすようになることも珍しくない。演劇祭で知り合ったある男性は、この18年の間に結婚し、娘が生まれ、最近は家族3人で観劇を
楽しんでいる。かつて劇場のワークショップに参加していた小学生が、県外で大学生や社会人になって観客として戻ってきて、その成長ぶりに驚くこともある。
　小さな城下町のホスピタリティと、どことなくほっとする劇場空間が、訪れるパフォーマーや観客の心を開く。毎年、同じ町で、同じ会場で、同じ主催者が演劇祭を継続
することで、他では得がたい親密な空気が醸成されている。これこそが、鳥の演劇祭に固有の魅力なのではないだろうか。
また来年、鳥の演劇祭でお会いしましょう。お待ちしています！

鳥取大学地域学部附属芸術文化センター　五島朋子

鹿野という土地に宿る「物語」を考える
　鹿野タイムスリップツアー『チドリの夢　デラックス』を観劇中のことです。鹿野学園前の紅白幕から現れた、ちょんまげ姿の一人の人物に目を奪われました。
初代鹿野城主亀井茲矩に扮した役者さんは、勤務校の演劇部に昨年まで在籍していた卒業生だったのです。鹿野の町中を廻る中で、彼は姿を
変えて何度も登場してくれました。時には、岸恵子、時には町内のおばちゃん、時にはチドリさんの旦那さん……。幾人もの人物を立派に演じ切って
いました。昨年、部を全国大会出場にまで導いてくれた彼のさらに成長した姿を見ることができ、とてもうれしかったです。
　この劇を拝見していて興味深かったのは、「通っている小学校があるはずなのに……ない！」という、昭和20年から現代へとタイムスリップしたチドリさんが発した言葉でした。
鹿野という地域や土地に根ざした「物語」を感じたからです。人の生き様、生活、建物……人の記憶や思いがこの鹿野という地に残り続けている。チドリさんの言葉を聞いて、
私はそんなことを思い浮かべました。チドリさんだけではない、この町で暮らした人、出て行った人、やってきた人、生まれた人、そして亡くなった人……そこには人生という多様な
「物語」があったはずです。建物も人も、いつかは消えてなくなってしまう、ちっぽけな存在でしかありません。でも、たとえ、我々が消え去っても、生まれて暮らして死んでいった
土地には我々の生きた証が記憶され続けるのではないでしょうか。それこそ「物語」であり、人間の「ふるさと」だと思うのです。
　国際色豊かな演劇祭でしたが、一番考えさせられたのは、そんな小さな「物語」についてでした。公演は各国それぞれの言語でなされていました。中には日中韓の役者さんが
それぞれの言語を話しながら家族を演じていたり、英語を話す原爆開発者と日本語を話す原爆被害者が同じ舞台の中で時間と空間を超えて共存していたりと、異なる言語が
飛び交う舞台までありました。それぞれの演劇で表現されるものも、劇団の所在する地域の特色であったり、地域や国の伝統文化であったり、光州事件や原爆投下といった大きな
事件の中での個人であったり、時代に翻弄される家族だったり。ちっぽけな関係性やローカルなものへの愛着や問いかけがどの上演作品の中にもあるのではないかと感じました。
まるで、個人や家族、地域といったちっぽけでローカルなもの、つまり「人間」そのものの存在が立ち現れ、彼らの小さな「物語」が時空間を超越して、何か切実なものを訴えかけ
てくるように。「国境を超えたグローバリズム」と「個人や家族、地域といったミニマムな関係性やローカリズム」の共存。これこそ、今回の演劇祭で最も印象に残ったことでした。
　『チドリの夢 デラックス』で教え子が演じた亀井茲矩は、積極的に海外貿易を行った人物だったそうです。鹿野城改築の際にも新たな建造物にオランダ櫓や朝鮮櫓と名付
けたという逸話も残っています。茲矩のもとで栄えた城下町・鹿野には多様な関係性を受け入れる豊かな「物語」があるのではないでしょうか。そんな鹿野という素晴らしい町で、
日本を含めたさまざまな国々の演劇を拝見できたこと、国境を超えたさまざまな「人間」の中の「ふるさと」を感じることができたのは、なんとも贅沢な経験でした。願わくは、私も
この鳥取という土地で「物語」を紡いでいきたい、そう考えています。

米子高校　演劇部顧問　入江晃弘

演劇祭をずっと観てきた人に、
聞いてみました！

ちがいを超えて、一緒につくる。

『BeSeTo演劇祭29＋鳥の演劇祭18』の一演目として上演された『ミート・フレッド』（ハイジンクス×ブラインド・

サミット）。人形劇という形式を通じて、人との違いや関係性をめぐるさまざまな視点を映し出した本作。終演後には、

演出のベン・ペティットウェイドさん、「マーティン」役のギャレス・ジョンさん、人形制作者のリンジー・フォスター

さんらが登壇し、作品の背景や、障がいのある人たちと舞台を作るアカデミーの活動について語ってくださいました。

中島 「とてもユニークな活動をしてらっしゃると聞きました。ハイジンクスがどんな活動をされているか教えていただけますか？」

ベン 「イギリスにはとても素晴らしい演劇の教育システムがあります。大学であったりドラマスクールであったり、非常に発達しています。
しかし、自閉症の方や障がいを持った方には利用することがなかなか難しい状況にあります。ですから私たちのアカデミーは、
そういった方々にも機会をもってもらい、誰もが一緒に平等にトレーニングに参加し、公演に参加して、作り上げるところから
一緒にやっています」

リンジー 「色々なことをやっています。ゲームだとかあらゆることをやっています」
ギャレス 「たくさん演技をしたり、色々なゲームをしたり、そういった活動をしていて、とても楽しく過ごしています」
ベン 「私たちのアカデミーはウェールズの中に5つあって、合計で50人のアーティストが所属しています。俳優の人、ダンサーの人、

それから振付師の人、色々な人が色々なことをアカデミーの中で教えることで、アカデミーに通っているみなさんが非常によく
知り合うようになります。ですから信頼関係ができている状態で公演を行うことになります。そしてお互いのニーズもわかるという
状態でこの舞台の一つのチームを作り上げるということができています。」

中島 「私たちも障がいのある人と一緒にお芝居を作る『じゆう劇場』というのをやっているんです。その活動の中で〈障がいのある

人にいろんな表現の上での選択肢を持ってもらう〉ということをとても重要なことだと思っていて、今日お芝居の中でもその

ことが語られていて深く感動しました。楽しむと同時に人形というものが比喩的に語るものがすごく豊かで。先週ここで障がい

をテーマにした短編戯曲のリーディングをやった際にアメリカの演出家から、トランプ政権下のアメリカで障がい者に対する

いろんな支援政策がカットされているんだという話を聞かされてすごく苦しい思いがしましたし、日本でも同じことが起こる

かもしれないという感じを持ったのですが、この作品の中でもそういう世界が表れていて非常に考えされられました」

ベン 「このショーは10年前2016年に制作したものです。当時実際にそういった支援の削減というものがたくさん起こっていました。
財政的にカットするという状況でしたので。このショーはしばらくイギリスでは公演していなかったんですけれど今年の1月に久し
ぶりに上演しました。そしてまた同じ状況が起こっていることに気がつきました。常に私たちはシステムと戦わないといけない状況に
あり、完璧な状況にはなっていないということです」

中島 「日本でも共生社会ということをものすごく言うんですよね。いろんな人が互いの価値を重んじながら一緒に生きられる社会

について、そういう声が、そういう夢が強く叫ばれる一方で、その真逆の動きというのも強まっている世界的な状況の中で、

今日のショーのような、本当にいろんな人が互いに助け合いながら互いが尊重されていく、そして素敵なものが作られるって

いうのを見て私も非常に勇気をもらいました」

ベン 「イギリスもそういう懸念がありますので、これはもう世界的な懸念だと思います。今回の私たちのこういった演劇ですとか、そして
またじゆう劇場のような活動、そういったものが社会にいい影響を与えていくことを望みます」

劇場、そして演劇祭。演劇とコミュニティーの化学反応を考えよう-「生存」と「実存」をめぐって

演劇祭を見つめるふたつのまなざし

滞在の様子を動画でもご覧いただけます↑

犀の角についてもっと知りたい方はコチラ

『TOWA MURA』（トワ・ムラ）

スコットランドの詩人・音楽家・俳優との共同制作による舞台作品。

2025年夏、ギャロウェーにて立ち上げリハーサルを実施。

共同制作：トム・ポウ＆ガロウェイ・アグリーメント［スコットランド］

2026年の鳥の演劇祭での上演を予定。

荒井洋文氏
犀の角

中島諒人氏

齊藤頼陽氏

制作の現場から〜鳥の演劇祭19に向けて〜
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